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スサ ビノ リ色彩変異型 とその養殖試験
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Seiji MIGITA and Yuji FUJITA
   MIURA (1976) discovered the chimeric specimen of Porphyra yezoensis UEDA having green and 
wild parts segregating on a single thallus. Red mutant thalli have been found in cultivated 
populations in the field. After crossing experiments between red and green types of P. yezoensis, 
MIURA also obtained the yellow type thallus. 
   By the same way, but separately, we obtained red, green and yellow types. Recently, we have 
obtained an orange mutant type during the crossing between red and yellow types. These color 
mutant types were cultured in the sea and laboratory, and the growth and shapes of thalli, and 
tolerances to parasitic diseases, were examined. 
   In comparative culture experiments, growth of thalli was good in wild and red types, but other 
color types were inferior to the wild type. Thallus width of green and yellow types were somewhat 
narrow, while the orange type was very narrow as compared to the wild type. In thickness of 
thallus, the green and yellow types were thinner. The color mutant types, excepting red type, 
showed lower fertility. No apparent difference was found among the different color types in 
tolerance against the Pythium disease. However, the green, yellow and orange type thalli showed 
high tolerance against the Olpidiopsis disease. Absorption spectra of intact thalli in different color 
types are shown in Fig. 1. A phycocyanin peak at 620 nm was obscure in the orange type.
スサ ビノ リの色彩変異型 は,三 浦(1976,1979)に
よって分離され赤色,緑 色,黄 色型がすでに作 出され
てお り,三浦 らによってそれ ら変異型の色彩の遺伝(三
浦1978,1979,三 浦 ・国藤1980)や,菊 地 らによって
色素に関する研究(Kikuchiet al.1979,有 賀1980,
三室1980)が 報告 されている.
著者 らは,有 明海の養殖 スサ ビノ リ(品 種ナラワホ
ソバ)の 区分状斑入 りキメラ体の緑色葉体片 と赤色変
異型個体 を起原にして,三 浦 と同 じく交配に よって別
途 に赤色,緑 色,黄 色型 とさらに新 しく榿色変異型 を
得た.こ れ らのスサビノリ色彩変異型 の室内培 養や海
での養殖を行い,生 長,形 態や あか ぐされ菌,壺 状菌
の寄生 などを調べ,そ れ らの結果が各色彩変異型間で
幾 らか相違することがわかった.ま た,新 しく出現 し
た榿色変異型の光合成色素 については,葉 体,糸 状体
の吸光 スペ ク トルを他の色彩変異型 と比較 してみた.
これ らの結果を報告す る.
材 料 と 方 法
材料 のスサ ビノ リの色彩変異型お よび野生色型(ナ
ラワスサビノリ正常色)は 当研究室でフ リー糸状体 と
して種 が保存 され ている もの を用 いた.こ れ らの ブ













































































































































































































































































































































































































































































































60 右 田 ・藤田:ス サ ビノリ色彩変異型
ペク トルの特徴か ら,野 生色 に対 して主 として フィコ
エ リス リンとフィコシアニ ンの含有量の変動 による変




三浦(1976,1979)の 報告があ り,三 浦 ら(三 浦1978,
1979,三 浦 ・国藤1980)はvanderMeerら(vander
Meer&Bird1977,vanderMeer1977)の オゴノリ
でのキメラ体の出現 と同 じ く,ス サビノリの区分状色
彩キメラは殼胞 子が多核であ るため と推論 している.
しか し,90～95%以 上の高率で色彩 キメラ体 になる同
じ糸状体の殼胞 子を核染色す ると例外 なく1核 であり,
色彩キメラ葉状体が2～4の 核 を持 った殼胞子 によっ
て生ずるもの とは考えに くい.ま た,色 彩キメラ体で
は,各 色彩型の一つの葉色 にして もすべて同 じ色で は
な く若干の変異があ り,ま た発芽体 の最下部 の1細 胞
のみが色が違 うキメラ部が しばしばみられ,さ らに受
精直後 の造果器で雄性側 の色が出現す ることな どが観
察 された.こ れ らの ことを考 え合わせ ると,色 彩変異
型の色の遺伝 は細胞 質遺伝 という見地か らも検討す る
必要があると思 う.
要 約
スサ ビノ リの色彩変異型 として分離 した赤色,緑 色,
黄色,榿 色型 を用 いて,そ れらの室内培養や海での養
殖 を行い,生 長,形 態やあか ぐされ菌,壷 状菌の寄生
な どを調べた.
1.ス サ ビノ リ色彩変異型 の葉状体の生長 は,赤 色
型が野生色 と同程度 に良好であったのに,緑 色,黄 色
型はやや劣 り,榿 色型 は最 も不良であった.こ の生長
の序列 は糸状体 も同 じであ った.
2.葉 状体の外形は野生色,赤 色型に比 べ緑色,黄
色型 はやや細長 く,榿 色型ではさ らに細長い形 を示 し
た.ま た,葉 状体 の厚 みは緑色,黄 色型でやや薄 く,
榿色型で は厚かった.
3.あ か ぐされ病に対す る抵抗性 は,色 彩変異型葉
体間で とくに差 はなか ったが,壷 状菌の寄生 は緑色,
黄色型でかな り少 な く,榿 色型で はさらに少 な くて,
これ らの変異型は明 らかに壼状菌耐性がみ られた.
4.榿 色型葉体 の吸光スペ ク トル は,フ ィコエ リス
リンの568nm付 近の吸光度 が野生色,赤 色型 よ り低
く,フ ィコシアニ ンの620nm付 近の吸収帯での吸光度
が著 しく低いのが特徴 として認 められた.
終わ りに,本 研究 を行 うに当た り養殖試験網 の管理
な どで種々 ご協力をいただいた佐賀県鹿島町海苔研究
会の諸氏 に感謝の意 を表す る.
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